
1
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「インターネットとサイバー社会」
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米国NetDayの誕生

1994
Parents Electronic Playground 

PROJECT
Michael Kaufman

5ヶ月間に、サンフランシスコ近郊に
おいて、150校での実施をラジオ番組
で呼びかけた。

1995.4
NetDay / Smart Schools Project

John Gage

シリコンバレー地域において、500校
を対象に、18ヶ月間に3度実施、94%
の学校、75%の教室を接続した。

1995.9
NetDay96 PROJECT

Bill Crinton

クリントン政権が呼びかけ、カリフォル

ニア州の3500校で実施。この後、全米

の各州にNational NetDayとして展開。

3年間で89%の学校を接続した。
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米国NetDayの展開

ホームページで公開されていたNetDay実施を待機する全米の学校の地図
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米国NetDayの系譜

クリントンとゴアがNetDayに参加した

ことを報じる電子ニュース 1996.3.10
National NetDayにおけるボランティアメンバー
ペンシルベニア州 1996.8.13-26
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National NetDay と Smart Schools NetDay

National NetDay
1校あたり5教室を、少人数の技術者が敷設

全米の接続率を、12%から89%へ向上させる

Smart Schools NetDay
すべての教室を、多様なボランティアで接続

18ヶ月で地域の接続率を、94%へ向上させる

学校とコミュニティの関係は不明確

学校教育を支援する地域連携を構築
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阪神淡路大震災の教訓

• 震災ユートピアの再現と情報拠点の必要性

• 平常時に「支え合う地域社会」を実現する

• 学校を地域の核に（「おらが学校」を取り戻す）
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米国NetDay拡大の背景

・財政悪化に伴う情報教育環境整備の遅れ

・学校経営に地域が深く関与する歴史

・地域社会に直接貢献する企業意識

・キリスト教的ヒューマニズムに基づくボラ

ンティアの存在

日本では、実施が難しいと言われてきた
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学校をとりまく「総すくみ」環境

地域イントラが活用されていない
参画と協働の地域の担い手が不足
教育コンテンツ(殊にBB)が不足
情報教育環境の整備が急務

行政・教委

地域・企業

情報化教育の推進と活用の展開
「開かれた学校づくり」の実践
地域社会との持続・継続的連携
情報化によるわかりやすい授業

学校現場

子どもとの接触機会が減少

地域の文化が消滅する危機感

地域貢献の機会が少ない

ビジネスとしての機会が少ない

家庭における教育力低下
停滞するＰＴＡ活動のジレンマ
自己実現の機会が提供されない
コミュニティ復興への期待

保護者

すべてが、Win & Win で
連携・協働ができる
楽しい取り組みの展開
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日本型ネットデイの模索

★はりまマルチメディアスクールわんぱくちびっこ情報団★ 1997.5-1998.3

・自発するボランティアの自信創出

・がんばる先生の掘り起こし(ひとおこし)

・行政(兵庫県)とのコラボレーションの成立

★夢プロジェクト～ネットデイ四郷小学校～★ 1997.11.8

・神戸・伊丹・播磨・ハワイ連携で実施した日本で最初のネットデイ

・敷設した接続回線を教委の要請でネットデイ後に撤去

HIRのバーチャル化推進

ネットデイのモデル化への挑戦

プロジェクトドライブ方式の徹底

日本では根回しが大切！

大きな仕掛けは時間がかかる！

協働するには相手を選ぼう！

人は口ほどに動かない！
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はりまスマートスクールプロジェクトとは？

IPA(通産省外郭)より調査補助(1000万円)を受ける

ネットデイをやると地域が変わっていくことを実証

公募で西播磨の５小学校で実施(年度内７校)

ネットデイリレーと下見ワークショップの実施

充実したアフターネットデイと学校を支援する仕組み

ボランティア主導によるネットデイのシステム確立

日経地域情報化大賞2004(CANフォーラム賞)
平成16年度「地域づくり総務大臣表彰」 受賞
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日本の初期のネットデイ活動

モデル名
実施規模

(人)

担当

教員

外部

教員

一般

教員

教育

委員会
保護者

地域

住民

ボラン
ティア

児童

生徒

前橋(群馬)
50～
80

○ ◎ △ ◎ △ △ ◎ ×

阿武隈(福島)
20～
30

◎ ◎ × ○ △ × ○ ×

関西(兵庫)
40～
60

○ ○ × △ × × ○ ×

東三河(愛知)
40～
60

◎ ◎ ○ ○ △ △ △ ×

はりま(兵庫) 400 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

1997年から1998年にかけての日本の初期のネットデイの多くは、一部の先進的教育者た
ちのみが主導して実施したため、効果は限定的で運動は拡大しなかった。
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はりまスマートスクールプロジェクトの概要

配線工事ではなく、学校と地域をつなぐ
絆を構築すること。

そして学校を支援する仕組みを地域に残
すこと。

地域や組織、従来のかかわりに限定せ
ず、多様な智恵を共有する産学官民によ
るネットワークとして、海外にまで
つながり、連携していること。

ネットデイのプラットホームモデルを確立
すること。どこでもだれでもネットデイが
実施できるように、自信を持たせるため
のツールづくり。

ネットデイの目的

HSSPの組織

HSSPの狙い

Harima Smart Schools Project
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ネットデイへの道／実施デザイン

1～2年前
企画・構想

3ヶ月前
実行委員会

1ヶ月前
事前工事

地域の専門
家の支援

前日
下見ワークショップ

当日
ネットデイ

アフター
ネットデイへ

PTAの
組織支援

地域住民
の支援

行政
・企業の

支援

経験者
による

サポート

地域の多様な
自発と協働
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日本型ネットデイの実施例



8

29169000 「サイバー社会論」 15

はりまスマートスクールプロジェクト
の運営デザイン

はりまスマートスクールプロジェクト(HSSP)のコアメンバーの多

くは、はりまインターネット研究会によるネットデイに参加し、
HSSPの運営にも積極的に関わっていた。

自発・参加・協働の３つのデザインの確立

既存組織や団体との合意形成と連携の構築

ICTの積極的活用による事務効率化と組織活性化
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ネットデイリレー：日本型ネットデイの展開
1997.11

夢プロジェクト
神戸・伊丹・播磨

1999.10
市川町立

鶴居小学校

1999.10
姫路市立

安室東小学校

1999.10
姫路市立

城巽小学校

1999.10
山崎町立

山崎小学校

1999.11
姫路市立

網干小学校I

2000.3
姫路市立

曽左小学校

2000.10
姫路市立

城東小学校

2000.10
姫路市立

花田小学校

2001.7
龍野市立

揖西西小学校

2001.12
香寺町立

香呂南小学校

2000.11
姫路市立

網干小学校II

ネットデイ沖縄 ネットデイ館山 ネットデイ長野

ネットデイ和歌山ネットデイ鳥取

2002.10
三田市立
藍小学校

2003.2
三田市立

高平小学校

2003.2
三田市立
藍中学校

2003.7～
ネットデイ横浜

503校

2004.6～
ネットデイリレー

In 加古川

2004.2
三田市立

つつじ丘小学校

2003.8
香寺町立

香呂小学校

2004.1
龍野市立

神岡小学校

2003.12
龍野市立

龍野小学校

2003.11
龍野市立

揖西東小学校

2005～
IT政策

パッケージ
20,000校

2004.6
加古川市立

志方東小学校
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日本型ネットデイとソーシャル・キャピタル

ソーシャル・キャピタルとは：
社会関係資本(Social capital）は、人々の協調行動が活発化することによ

り社会の効率性を高めることができるという考え方のもとで、社会の信頼

関係、規範、ネットワークといった社会組織の重要性を説く概念。

既存組織と地域縁の活用 情報通信技術(ICT)の活用＋

新たな人間関係性をコミュニティ内外に創造・接続

地域のソーシャル・キャピタルの覚醒

既存組織の再ネットワーク化を促進し、地域活動を活性化
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信頼と連携
の協働の場
ネットデイ

日本型ネットデイにおけるコミュニティ再ネットワーク化のプロセス

教育委員会 保護者

首長
職員

校長
教員

親
子ども

指導
主事

組織
団体

個人
市民

ネットデイは、地域の新たな「縁」を創発させる

首長
職員

校長
教員

親
子ども

指導
主事

組織
団体

個人
市民
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プレゼンテーション関連URL
ネットデイポータルサイト(文部科学省)

http://www.netday.gr.jp/
はりまスマートスクールプロジェクト(HSSP)

http://www.ssj.gr.jp/hssp/
姫路市立曽左小学校ホームページ

http://www.hyogo-c.ed.jp/~korominami-es/index_msie.html

香寺町立香呂南小学校ホームページ

http://www.hyogo-c.ed.jp/~korominami-es/
グローバルプロジェクト推進機構

http://www.jearn.jp/
ネットデイシンポジウム in ひょうご

http://symp.netday.gr.jp/
「ネットデイで行こう～地域とともに創る校内ネットワークのすすめ」

http://www.netday.gr.jp/dv/dvd/

ありがとうございました。


